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トマト養液への紫外線ＬＥＤ照射による殺菌効果

トマト栽培

（産出額）⇒ 2422億円(10%)（平成29年）品目別で1位 農林水産省「生産農業所得統計」

https://www.maff.go.jp/j/council/seisaku/kikaku/bukai/attach/pdf/190424-1.pdf

（施設園芸※におけるトマトの比率）⇒ 85.5％ ※ ガラス室、ハウスの施設利用

（養液栽培※におけるトマトの比率） ⇒ 38％ ※ 植物の成長に必要な養水分を、液肥として与える栽培

http://innoplex.jp/plantfactory-data-h30-2/

深紫外LEDを用いたトマト養液殺菌性能評価を実施

0 研究の背景

資源有効活用の観点から培養液を循環活用
（養液殺菌方法…物理的方法[熱・紫外線]、化学的方法[オゾン・塩素]）、

生物学的方法[緩速砂濾過・拮抗微生物]

https://www.jstage.jst.go.jp/article/hrj/7/2/7_2_309/_pdf/-char/en

近年、深紫外LED※の販売が開始されており、将来的には従来
用いられている低圧水銀ランプ(254nm)に代わり、今後更に利

活用が進むと予想されている。

※100～280nmの「UV-C」と呼ばれる波長領域の光を発生するLED 主として殺菌に利用される
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２．１ 実験装置
日機装技研(株)のUVC-LED(280nm)を15個
配置した紫外線照射モジュールを作製し，
殺菌実験に使用した．

写真1 バッチ殺菌試験 写真２ 照射面 写真３ 循環殺菌試験
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Effects of UVC-LED Sterilization System on the Suppression of in the Tomato Nutrient Solution  

１ 研究の目的

植物工場などの閉鎖型栽培施設は, 水や肥料成分の有効活用と
いう環境配慮の観点から養液を循環させ再利用するシステムを
導入している。しかし、このシステムでは養液を循環させるた
め病原菌が一旦システム内に侵入すると，栽培植物が全滅して
しまう可能性がある．現在主として水銀ランプ(254nm) によ
る殺菌が行われおり，トマト根腐萎凋病菌（Fusarium 
oxysporum Schechtendal f. sp. radicislycopersici Jarvis & 
Shoemaker）に対する殺菌効果が検証されている．今後水銀規
制対策やUVC-LEDの発光効率が上がればLEDにとって代わって
いくものと思われる．そこで市販のUVC-LED（280nm）を用
い，トマト根腐萎凋病害菌に対する殺菌効果の検証を行った．

トマト根腐萎凋病菌
・学名： Fusarium oxysporum

Schechtendal f. sp. Radicis-

lycopersici Jarvis & Shoemaker

・被害の様子：病徴は慢性的な萎凋
から全身の黄化、褐変枯死に至る。
・菌の生態：発育適温は28℃である
が、発病
適温は10℃～20℃。主に施設栽
培で晩秋
から春にかけて発生する。

写真 しおれの様子

写真 維管束の褐変

写真 病原菌

※三重県農業研究所撮影

２ 実験方法
２．２ 紫外線殺菌評価
トマト根腐萎凋病菌はジャガイモ
液体培地（PS培地）で25℃，7日
間振とう培養した菌液を用いた．
培養した菌液のbud-cellsを計数し，
殺菌対象液の菌密度を調整した．
殺菌対象液を滅菌済みのシャーレ
またはトールビーカーに入れ，静
置した状態または撹拌しながら一
定時間紫外線照射を行った．殺菌
後の液は選択培地へ塗布し，25℃
で7日間培養した後のコロニー数を
計数した．また，トマト養液栽培
における殺菌を想定し，連続式紫
外線照射モジュールを利用した循
環式殺菌実験を行った（写真３）

図１ 紫外線モジュール
の強度分布結果
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４ まとめ
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5 今後の予定

・フザリウム以外のトマト病害菌に対する殺菌実験の実施
・実際のトマト苗を用いた実験系において病原菌の抑制効果の検討
・水産用途への検討
・農業・水産以外の用途への殺菌検討
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